
一
般
的
に
、
資
金
繰
り
表
と
は

見
積
も
り
計
画
書
の
こ
と
で
す
。

二
～
三
ヶ
月
後
の
将
来
の
資
金
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
表
で
す
。

会
社
に
入
っ
て
く
る
収
入
と
、

会
社
か
ら
出
て
行
く
支
出
を
見
積

も
り
計
上
す
る
表
で
す
。

損
益
計
算
書
で
は
利
益
が
出
て
い

て
も
、
売
上
代
金
の
回
収
が
遅
れ
、

先
行
で
仕
入
代
金
の
支
払
い
や
、

借
入
金
の
返
済
が
多
く
あ
っ
た
ら
、

資
金
シ
ョ
ー
ト
の
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

万
が
一
資
金
繰
り
表

か
ら
資
金
不
足
が
予
測

さ
れ
る
場
合
、
対
応
す

る
た
め
事
前
に
手
を
打

つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
ご
と
又
は
月
ご
と

に
（
三
ヶ
月
程
度
）
予

算
と
実
績
に
区
分
し
て

作
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

一
例
で
す
が
前
月
繰

越
金
に
収
入
の
部
と
支

出
の
部
、
財
務
収
支
、

次
月
繰
越
金
の
作
成
を

し
ま
す
。

収
入
の
部
に
、
現
金
売
上
や
、
売

掛
金
の
回
収
、
受
取
手
形
の
期
日

入
金
、
そ
の
他
入
金
・
・
・
、
が

入
り
ま
す
。

支
出
の
部
に
、
現
金
仕
入
、
買
掛

金
の
支
払
、
支
払
手
形
の
期
日
支

払
未
払
金
の
支
払
い
、
人
件
費
の

支
払
い
、
そ
の
他
の
支
払
・
・
・
、

が
入
り
ま
す
。

財
務
収
支
は
、
借
入
、
手
形
割
引
、

設
備
投
資
、
借
入
金
返
済
・
・
・
、

が
入
り
ま
す
。

資
金
繰
り
表
が
必
要
な
理
由
の

一
つ
に
、
「
資
金
の
有
効
利
用
」

と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。
収
入

と
支
出
を
管
理
し
、
資
金
を
有
効

に
使
う
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

資
金
繰
り
を
し
て
い
る
と
、
資
金

が
足
り
な
い
と
借
り
入
れ
す
る
こ

と
だ
け
が
資
金
繰
り
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
資
金
繰
り
表
と
い
う

行
為
の
中
に
は
、
売
掛

金
回
収
、
買
掛
金
や
経

費
の
支
払
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
ず
ら
す
と
い
う
経

営
判
断
が
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
手
形
は
い
つ
割
り
引
く

か
に
よ
っ
て
割
引
料
の
金
額
は
増

減
し
ま
す
。
会
社
に
と
っ
て
有
利

な
方
向
に
割
り
引
く
の
も
資
金
繰

り
表
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
社
の
成
長
を
促
進

す
る
と
き
に
資
金
繰
り
表
の
重
要

性
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
設
備
投
資
や
事
業
拡

大
を
す
る
と
き
に
、
大
量
の
資
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

の
借
入
金
は
い
く
ら
必
要

な
の
か
？
ど
の
く
ら
い
の

期
間
で
返
済
す
る
の
か
？

と
い
う
経
営
判
断
を
す
る

と
き
に
資
金
繰
り
表
は
重

要
な
経
営
情
報
と
な
り
ま

す
。ま

た
自
ら
で
事
業
計
画
書
の
作

成
も
重
要
で
す
。
計
画
を
立
て
ど

れ
く
ら
い
計
画
が
実
行
さ
れ
た
か

の
検
討
と
、
不
確
実
性
や
リ
ス
ク

の
把
握
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
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人
間
が
人
間
で
あ
る
証
明
は

と
き
め
き
性
に
あ
る
と
い
う
。

と
き
め
き
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
も
う
人
間
で
は
な
い
。
単

な
る
物
体
で
し
か
な
い
。

人
間
が
ど
う
生
き
た

か
は
、
何
に
ど
う
と
き

め
い
た
か
、
何
に
ど
う

燃
え
た
か
の
度
合
い
だ

と
い
う
。

燃
え
上
が
る
に
は
熱
狂
が
必

要
だ
。
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

起
爆
す
る
自
然
な
状
態
、
喜
怒

哀
楽
が
人
間
の
一
番
自
然
な
す

が
た
で
あ
る
。
自
然
（
じ
ね
ん
）

な
の
で
あ
る
。
吐
く
息
は
熱
い

よ
う
に
、
燃
え
な
い
人
間
は
生

き
る
資
格
は
な
い
。

新
総
理
の
と
き
め
き
は
我
々

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、

ト
ッ
プ
の
迷
走
だ
け
は
頂
け
な

い
、
悲
劇
で
す
。
旧
政
権
と
同

じ
く
大
き
な
失
望
を
ま
き
散
ら

し
た
。
財
務
官
僚
が
主
導
す
る

増
税(

消
費
税)

と
成
長
。
今
月

中
に
発
表
す
る
新
経
済
戦
略
は

期
待
が
全
く
出
来
な
い
。
更
な

る
景
気
後
退
が
必
然
だ
。

増
税
は
大
金
持
ち
か
ら
が

基
本
。
20
年
を
掛
け
三
流

国
家
に
し
た
の
は
財
務
官

僚
だ
。
勝
手
に
外
国
と
心
中
す

る
覚
悟
を
誰
が
決
め
た
の
で
す
。

最
悪
の
選
択
肢
？
ピ
ン
チ
は
自

立
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。


